
１
　
は
じ
め
に

（
１)

　
総
合
計
画
と
は

　
総
合
計
画
と
は
、
必
ず
し
も
法
制
上
の
定
義
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
実
務
で
も
学
問
で
も
、
ご
く
自
然
に
使
わ
れ
て
い
る
用
語

で
あ
る
。
本
書
で
い
う
、
総
合
計
画
と
は
、
自
治
体
の
各
種
政
策
・
行
政
分
野
を
総す

べ

て
合
わ
せ
て
含
ん
だ
、
自
治
体
の
政
策
・
事
業
の

全
般
に
関
し
て
、
複
数
年
度
に
跨
っ
て
決
定
し
た
一
覧
文
書
で
あ
り
、
市
区
町
村
の
場
合
に
は
地
方
自
治
法
（
二
条
四
項
、
二
〇
一
〇

年
三
月
現
在
）
に
定
め
ら
れ
て
い
た
「
基
本
構
想
」
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
実
務
・
講
学
の
現
実
で
は
、
各
自
治
体
で
、
自
称
㍎
総

合
計
画
㌢
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
指
す
と
し
て
ほ
と
ん
ど
差
し
支
え
は
な
い
が
、「
長
期
計
画
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
一

般
に
は
、《
基
本
構
想
㉔
基
本
計
画
㉔
実
施
計
画
》
の
三
層
構
造
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
お
り
、
一
種
の
「
デ
フ
ァ
ク
ト
・
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
（
事
実
上
標
準
）」
に
は
な
っ
て
い
る
、
し
か
し
こ
の
構
造
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

（
２)

　
定
着
か
ら
変
容
へ

　
現
在
の
総
合
計
画
の
起
源
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
の
、
先
駆
的
自
治
体
に
よ
る
計
画
策
定
の
試
み
を
受

け
て
、
一
九
六
九
年
の
地
方
自
治
法
改
正
で
導
入
さ
れ
た
《
基
本
構
想
策
定
・
議
会
議
決
の
義
務
付
け
制
度
》
に
あ
る
（
二
条
四
項
）。

も
っ
と
も
、
法
の
文
言
は
、「
基
本
構
想
を
定
め
、
こ
れ
に
即
し
て
行
な
う
よⅫ
うⅫ
にⅫ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
傍
点
筆
者
）
で
あ
っ

て
、「
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
で
は
な
い
の
で
、
策
定
義
務
で
は
な
く
、
策
定
努
力
義
務
の
よ
う
に
も
読
め
る
が
、
基
本
構
想
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に
即
し
て
事
務
処
理
を
行
な
う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
基
本
構
想
の
策
定
自
体
は
一
般
に
は
義
務
付

け
が
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
基
本
構
想
議
会
議
決
の
法
定
化
を
受
け
て
、
一
九
七
〇
年
代
か

ら
急
速
に
市
区
町
村
に
普
及
し
た
。
こ
う
し
て
、
一
九
九
〇
年
代
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
九
〇
％
以
上
の
策
定
状
況
と
な
り
、
現
代
日
本

の
自
治
体
に
完
全
に
定
着
し
た
仕
組
み
と
な
っ
た
。

　
基
本
構
想
制
度
を
含
む
総
合
計
画
制
度
は
、
自
治
体
で
は
「
標
準
装
備
化
」
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
総
合
計
画
を
取
り

巻
く
情
勢
へ
の
対
応
や
、
自
治
体
の
あ
り
方
と
総
合
計
画
の
関
係
が
、
問
わ
れ
て
い
る
。
総
合
計
画
も
、
近
年
の
新
た
な
政
治
・
経

済
・
社
会
情
勢
な
ど
に
応
じ
て
、
様
々
な
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
高
度
経
済
成
長
時
代
の
末
期
に
制
度
化
・
普
及
し
た

総
合
計
画
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
新
世
紀
に
か
け
て
の
「
失
わ
れ
た
／
改
革
の
一
〇
（
二
〇
）
年
」
あ
る
い
は
「
第
三
の
改

革
」
の
時
期
に
、
無
変
容
で
は
あ
り
得
な
い
。
そ
こ
で
、
２
で
は
、《
民
主
主
義
体
制
の
な
か
の
非
民
主
主
義
的
な
要
素
》
に
留
意
し

つ
つ
、
総
合
計
画
を
取
り
巻
く
課
題
の
代
表
的
な
も
の
に
つ
い
て
、
概
略
を
採
り
上
げ
て
み
た
い
。

２
　
総
合
計
画
の
課
題
と
対
応

（
１)

　
総
合
計
画
と
自
治
の
枠
組
み

①
　
ⅵ平
成
の
大
合
併
」
と
総
合
計
画

　
総
合
計
画
は
、
既
存
の
個
別
の
自
治
体
を
単
位
と
し
て
策
定
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
市
町
村
合
併
に
よ
っ
て
自
治
体
の
単
位
自
体

が
変
更
さ
れ
る
場
合
に
は
、
既
存
の
総
合
計
画
は
消
滅
し
て
し
ま
う
。
民
主
主
義
と
は
、
ま
ず
持
っ
て
自
治
の
単
位
が
決
ま
っ
て
い
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
町
村
合
併
と
は
、
既
存
の
自
治
体
の
民
主
主
義
を
根
底
か
ら
覆
す
、《
民
主
主
義
体
制
の
な
か
の
非
民
主
主
義

的
な
要
素
》
の
典
型
で
あ
る
。

　
住
民
参
加
な
ど
を
経
て
折
角
策
定
し
た
総
合
計
画
で
あ
っ
て
も
、
合
併
に
よ
っ
て
ご
破
算
に
な
り
得
る
。
市
町
村
合
併
は
、
編
入
合

併
で
呑
み
込
む
側
で
な
い
な
ら
ば
、
総
合
計
画
に
基
づ
く
自
治
体
運
営
と
い
う
基
本
原
則
と
は
両
立
し
な
い
。
関
係
す
る
複
数
の
自
治

体
が
、
た
ま
た
ま
、
総
合
計
画
の
終
期
が
近
接
し
て
お
り
、
主
要
な
計
画
事
業
を
完
遂
し
て
い
る
場
合
に
は
、
市
町
村
合
併
と
総
合
計

画
と
は
あ
ま
り
矛
盾
し
な
い
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
そ
の
よ
う
に
タ
イ
ミ
ン
グ
が
巧
く
合
う
と
は
限
ら
な
い
。
特
に
、「
平
成
の
大

合
併
」
の
よ
う
に
、
国
策
と
し
て
全
国
一
律
的
な
期
限
が
付
さ
れ
た
場
合
に
は
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

　
自
治
体
は
、
総
合
計
画
と
い
う
基
本
的
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
と
に
、
個
々
の
政
策
課
題
に
対
応
す
る
と
い
う
の
が
、
総
合
計
画
の
想
定
で

あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
一
つ
の
政
策
課
題
で
あ
る
市
町
村
合
併
へ
の
対
応
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
総
合
計
画
に
基
づ
い
て
な
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
の
自
治
体
の
対
応
は
、
そ
の
よ
う
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
市
町
村
合
併
へ
の
対

応
は
、
総
合
計
画
と
は
別
個
に
、
総
合
計
画
よ
り
上
位
の
意
思
決
定
と
し
て
、
そ
し
て
、
総
合
計
画
よ
り
短
期
的
・
非
計
画
的
・
非
総

合
的
な
意
思
決
定
と
し
て
、
さ
ら
に
、《
民
主
主
義
体
制
の
な
か
の
民
主
主
義
体
制
自
体
を
変
更
す
る
と
い
う
非
民
主
主
義
的
な
要
素
》

と
し
て
、
住
民
参
加
な
ど
の
手
続
が
充
分
に
と
ら
れ
る
余
裕
の
な
い
ま
ま
、
進
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
が
実
態
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、

　
ⅱ想
定
ⅲ　
長
期
・
計
画
ビ
ジ
ョ
ン
＝
総
合
計
画
　
↓
　
短
期
・
具
体
的
決
定
＝
市
町
村
合
併
へ
の
対
応

　
ⅱ現
実
ⅲ　
短
期
・
具
体
的
決
定
＝
合
併
へ
の
対
応
　
↓
　
既
存
の
総
合
計
画
の
消
滅
（
長
期
・
計
画
ビ
ジ
ョ
ン
の
消
滅
）

と
い
う
関
係
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
ば
、
外
見
的
に
は
定
着
し
て
い
る
か
に
見
え
た
総
合
計
画
で
は
あ
る
が
、
そ
の
内
実
は

か
な
り
形
骸
化
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
総
合
計
画
の
形
骸
化
は
、「
平
成
の
大
合
併
」
を
支
え
た
隠
れ
た
条
件
だ
っ
た
と
思
わ
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(

ヶ)

な
お
、
枠
配
分
内
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
原
則
は
予
算
要
求
と
い
う
「
入
口
」
の
も
の
で
あ
り
、
理
事
者
査
定
を
経
た
「
出
口
」
ベ
ー
ス

で
は
、
変
更
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
理
事
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
枠
を
超
え
る
こ
と
を
議
論
す
る
こ
と
に
な
る
。

(
Α)

第
三
次
基
本
計
画
策
定
市
民
会
議
と
し
て
、
七
一
名
の
市
民
に
よ
り
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
か
ら
二
〇
〇
九
年
七
月
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
全

体
会
の
他
に
、
計
画
推
進
分
科
会
、
政
策
分
野
別
の
五
分
科
会
、
幹
事
会
に
分
か
れ
て
検
討
を
行
い
、
提
言
書
を
取
り
ま
と
め
た
。
通
常
の
、

総
合
計
画
策
定
の
た
め
の
市
民
会
議
体
で
あ
り
、
必
ず
し
も
外
部
行
政
評
価
の
市
民
参
加
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
後
の
総
合
計
画
審
議
会

に
相
当
す
る
第
三
次
基
本
計
画
策
定
懇
談
会
（
二
〇
一
〇
年
三
月
〜
五
月
、
計
六
回
開
催
）
で
も
同
様
で
あ
る
。
同
懇
談
会
は
、
学
識
者
二

名
、
団
体
代
表
六
名
、
市
民
会
議
代
表
二
名
で
あ
る
。

４
　
事
例
研
究
（
２
）
〜
世
田
谷
区
〜

（
１)

　
は
じ
め
に

　
行
政
評
価
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
全
国
に
普
及
し
て
お
り
、
ま
た
、
自
治
体
発
の
自
生
的
な
取
組
で
あ
る
た
め
、
多
様
な
形

態
を
採
る
と
と
も
に
、
同
一
自
治
体
で
も
変
態
を
遂
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
一
つ
の
事
例
で
は
不
充
分
と
思
い
、
も
う

一
つ
の
事
例
と
し
て
世
田
谷
区
を
採
り
上
げ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
事
例
と
同
様
に
、「
先
進
的
」
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
、

採
り
上
げ
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
行
政
評
価
が
直
面
し
て
い
る
悩
み
と
難
し
さ
を
提
示
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

　
世
田
谷
区
役
所
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
最
終
更
新
二
〇
〇
九
年
四
月
二
四
日

(

ォ)

）
に
よ
れ
ば
、
行
政
評
価
と
は
、「『
行
政
活
動
を
一
定

の
基
準
・
視
点
に
従
っ
て
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
改
善
に
結
び
つ
け
る
手
法
』
の
こ
と
で
す
。
区
で
は
、
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
活

用
し
、
効
率
的
な
行
政
経
営
を
進
め
る
た
め
、
自
ら
の
取
組
み
を
振
り
返
り
、
成
果
に
対
す
る
評
価
を
行
い
、
課
題
や
今
後
の
進
め
方

第四章　行政評価

292



に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
す
る
行
政
評
価
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
次
年
度
以
降
の
計
画
や
予
算
へ
の
反
映
を
通

じ
て
、
区
の
行
政
経
営
に
役
立
て
て
い
ま
す
」
と
さ
れ
て
い
る
。
行
政
と
し
て
「
経
営
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）」
が
重
要
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
そ
の
手
法
と
し
て
行
政
評
価
を
考
え
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
世
田
谷
区
の
行
政
評
価
は
、
行
政
経
営
の
改
善
と
い
う

こ
と
を
重
視
し
て
い
る
建
前
と
な
っ
て
い
る
。

（
２)

　
概
要

①
　
経
緯

　
世
田
谷
区
で
は
、
比
較
的
に
早
期
の
一
九
九
九
年
度
に
一
部
試
行
を
開
始
し
、
二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
、
区
の
実
施
す
る
全
事
務
事
業

を
対
象
と
し
、
必
要
性
・
有
効
性
・
効
率
性
の
視
点
か
ら
評
価
す
る
「
政
策
評
価
制
度
」
を
導
入
し
た
。
右
記
の
通
り
、
行
政
評
価

（
当
時
の
用
語
で
い
え
ば
「
政
策
評
価
」）
は
、「
行
財
政
改
善
推
進
計
画
」
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
事
務
事
業
の
改
廃
に
効
果
を
上
げ
て

い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
通
り
の
行
政
改
善
あ
る
い
は
行
政
整
理
が
終
わ
る
と
、
同
じ
手
法
で
は
そ
れ
以
上
の
改
善
効
果
が
上
が
ら

な
く
な
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
政
策
評
価
制
度
も
同
様
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
行
政
評
価
の
手

法
自
体
も
、
変
態
を
遂
げ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
、
政
策
評
価
委
員
会
に
よ
っ
て
行
政
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の

検
討
が
諮
ら
れ
、
二
〇
〇
五
年
二
月
に
「『
行
政
評
価
の
あ
り
方
』
検
討
報
告
書
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
の
数
年
の
行
政

評
価
制
度
は
、
こ
の
報
告
書
を
も
と
に
し
て
行
わ
れ
た
。

②
　
行
政
評
価
制
度
の
目
的

　
行
政
評
価
制
度
の
目
的
は
、
以
下
の
四
つ
で
あ
る
と
い
う
。
第
一
は
、
目
的
㉔
手
段
関
係
の
明
確
化
で
あ
る
。
区
政
運
営
の
効
率
化
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の
た
め
に
は
適
切
な
目
標
を
定
め
て
、
こ
れ
を
実
現
す
る
手
段
を
体
系
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
政
策
㉔
施
策
㉔
事
務

事
業
の
三
層
の
計
画
体
系
を
構
築
す
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
総
合
計
画
の
体
系
が
、
目
的
㉔
手
段
関
係
を
評
価
す
る
際
の
基

盤
と
な
る
と
い
う
位
置
付
け
で
あ
る
。

　
第
二
は
成
果
管
理
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
客
観
的
な
数
値
指
標
を
作
成
し
、
目
標
達
成
度
を
示
す
こ
と
に
比
重
が
置
か
れ
た
。
な
お
、

こ
こ
で
い
う
「
成
果
」
と
は
、
効
果
（
ア
ウ
ト
カ
ム
）
を
意
味
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
区
民
生
活
に
直
結
す
る
ア
ウ
ト
カ
ム
の
指

標
の
方
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
が
、
計
測
す
る
こ
と
が
困
難
と
い
う
こ
と
や
、
効
果
が
現
れ
る
ま
で
時
間
を
要
す
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
用
語
法
に
基
づ
く
「
成
果
」
の
定
義
で
あ
る
か
ら
、
ア
ウ
ト
カ
ム
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
者
が
見
る
と
、
評
価
表
で
主
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
指
標
は
、
違
和
感
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。

　
第
三
は
、
区
民
へ
の
分
か
り
や
す
さ
で
あ
る
。
行
政
評
価
は
、
行
政
の
透
明
性
を
高
め
、
区
が
区
民
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
取
組
を

行
っ
て
い
る
の
か
を
説
明
す
る
機
会
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
評
価
結
果
を
分
か
り
や
す
く
公
表
す
る
こ
と
は
、
区
民
の
関
心
を
高
め
、
区

政
参
加
を
さ
ら
に
進
め
る
狙
い
も
あ
る
と
い
う
。
い
わ
ば
、
上
位
目
的
が
存
在
し
て
い
る
。

　
第
四
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
サ
イ
ク
ル
の
強
化
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
評
価
結
果
を
成
果
の
可
否
の
判
断
で
終
わ
ら
せ
ず
、
以
降
の
区

政
運
営
に
活
か
す
た
め
に
、
計
画
↓
実
行
↓
評
価
↓
改
善
↓
計
画
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
行
政
評
価
制
度

は
、
評
価
表
を
記
載
す
る
こ
と
だ
け
で
は
終
わ
ら
ず
、
決
算
附
属
資
料
や
予
算
要
求
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し
、
評
価
結
果
を
予
算
編

成
や
計
画
改
定
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
ま
で
含
む
こ
と
と
な
る
。

③
　
行
政
評
価
制
度
の
対
象
・
基
準

　
総
合
計
画
の
う
ち
、
二
〇
〇
五
年
度
開
始
の
実
施
計
画
は
、「
実
施
計
画
事
業
」
㉔
「
実
施
計
画
事
業
を
構
成
す
る
事
業
」
㉔
「
実
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